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2016年 1月～12月 

 

Ⅰ．著書 

 

Ⅱ．原著 

1) Ishida Y, Ebihara K, Tabuchi M, Imamura S, Sekiguchi K, Mizoguchi K, Kase 

Y, Koganemaru G, Abe H, Ikarashi Y: Yokukansan, a traditional Japanese 

medicine, enhances the L-DOPA-induced rotational response in 

6-hydroxydopamine-lesioned rats: possible inhibition of COMT. Biol Pharm Bull 

39 (1): 104-113 (2016) 

2) 松尾寿栄，三好良英，宮原裕，武田龍一郎，松田裕，高野吉輝，益留真由美，

石田康：熊本地震における DPATの役割〜災害時の支援者支援〜．宮崎県医師会医学

雑誌 40 (2): 185-191 (2016) 

3) Meng H, Murakami G, Suenaga T, Edamura M, Doi M, Ishida Y, Okamura H, 

Nakahara D: A Clock mutation enhances light-phase responsiveness to cocaine in 

locomotor activity and self-administration with impulsive-like responding in mice. 

Psychopharmacology. Apr 12 (2016) 

4) Miyoshi R, Matsuo H, Takeda R, Komatsu H, Abe H, Ishida Y: Burnout in 

Japanese residents and its associations with temperament and character. Asian J 

Psychiatr 24: 5-9 (2016) 

5) 直野久雄，橋口浩志，河野次郎，直野慶子，武田龍一郎，石田康：スボレキサ

ントの使用経験-睡眠薬の単剤化を試みて-．最新精神医学 21 (5): 391-397 (2016) 

6) 矢田浩紀，安部博史，大達亮，岩永靖，直野慶子，石田康，山根俊恵：精神保

健福祉士の職業性ストレスに関する質的分析.産業精神保健 24 (4): 381-386 (2016) 

 

Ⅲ．症例報告 

1) 宇田川充隆，石田康：認知症高齢者の自動車運転．九州神経精神医学 62 (2): 

61-71 (2016) 

 

Ⅳ．総説 

 

Ⅴ．その他（報告書，資料，医家向け情報誌・新聞記事，学会記録集等） 

1) 船橋英樹，三好良英，小金丸剛，宮原裕，直野慶子，石田康：緩和ケア領域に

おけるピットフォール〜精神障害と見なされた脳症と脳転転移〜．宮崎県精神科医会
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誌 31: 17-18 (2016) 

2) 石田康：認知症〜高齢になるほど発症しやすくなる病気．宮崎県医療最前線 

Vol.5.朝日新聞（宮崎版） 5月28日 (2016) 

3) 石田康，岩切美千代，中村究，國枝良行，横内哲博，岩城彰：宮崎市の精神科

医療連携の現状.醫友しののめ 152号 p. 5-15, 12月1日 (2016) 

4) 直野久雄，橋口浩志，河野次郎，並木薫，徳永拓也，中武大志，吉村清太，船

橋英樹，直野慶子，武田龍一郎，石田康：当院におけるスボレキサントの使用経験〜

睡眠剤の単剤化を試みて〜．宮崎県精神科医会誌 31: 17 (2016) 

5) 直野慶子，直野久雄，安部博史，武田龍一郎，牧田昌平，船橋英樹，松尾寿栄

，内村大介，石田康：Blonanserin投与後の統合失調症患者の臨床症状および主観的

評価の変化—Blonanserin非投与群を対象とした検討—．宮崎県精神科医会誌 31: 

18 (2016) 

6) 清水謙祐，松田圭二，島原康治，小牧正吾，松藤正彦，神埼晶，東野哲也，吉

田建世，武田龍一郎，石田康：認知症難聴患者に対するアプローチ．宮崎県精神科医

会誌 31: 20-21 (2016) 

7) 武田龍一郎：愛する人とのふれあいで増えるホルモン オキシトシン 宮崎日

日新聞きゅんと 9月1日号 (2016) 

 

Ⅵ．学会の特別講演（教育講演，ランチョンセミナー等を含む） 

 

Ⅶ．学会のシンポジウム，パネルディスカッション 

 

Ⅷ．その他の招待講演（研究会の特別講演・教育講演等） 

 

Ⅸ．一般講演（国内学会，国際学会） 

1) H.Funahashi, R.Nakayama-Naono, Y. Miyahara, T.Nishimori, Y. Ishida. 

Intranasal administration of [Leu11]-HK-1-derived peptides has the 

antipruriceptive effect in rats．日本生物学的精神医学会，福岡市，9月 9日（2016） 

2) 治田倫孝，林要人，石田康：認知機能低下を来した辺縁系脳炎の一例．第 69回

九州精神神経学会，宜野湾市，12月 1-2日（2016） 

3) 日高弘登，船橋英樹，猪飼文音，三好良英，小松弘幸，石田康：家族への細や

かな支援により治療に至った統合失調症の一例．第 69 回九州精神神経学会，宜野湾

市，12月 1-2日（2016） 
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4) 古郷央一郎，三好良英，松尾寿栄，落合秀信，石田康：自殺関連行動により宮

崎大学医学部附属病院救命救急センターを受診後，精神科診療を要した症例の検討．

第 69回九州精神神経学会，宜野湾市，12月 1-2日（2016） 

5) Miyahara Y, Naono-Nakayama R, Funahashi H, Nishimori T, Ishida Y: Effect 

of fluvoxamine on scratching behavior in an acute or chronic model of pruritic 

state. 16th World Congress on Pain, Yokohama, Sep 26-30 (2016) 

6) 直野久雄，橋口浩志，小金丸剛，吉村清太，中武大志，並木薫，河野次郎，船

橋英樹，直野慶子，武田龍一郎，石田康：当院におけるオランザピン速効型注射製剤

の使用状況—行動制限最小化への試み—．第 69 回九州精神神経学会，宜野湾市，12

月 1-2日（2016） 

7) 佐藤由佳子，吹上大祐，河野次郎，仲村律子，東真弓，池田直子，石川恵美：チ

ーム介入により QOL 向上したがん終末期統合失調症患者の一例．第 31回日本静脈経

腸栄養学会学術集会，福岡市，2月 26日（2016） 

8) Suenaga T, Ishida Y, Nakahara D: Developing brain, adolescence and 

vulnerability to nicotine: An animal study. 31st International Congress of 

Psychology, Yokohama, July 24-29 (2016) 

9) 塚本彩香，船橋英樹，黒木友希，濱﨑成美，石田康：シロスタゾール投与後に

視床出血後の慢性疼痛が改善した 1例. 第 69回九州精神神経学会，宜野湾市，12月

1-2日（2016） 

 

Ⅹ．その他の発表（研究会，懇話会，談話会，座談会等） 

1) 船橋英樹：自殺予防のためにできること～疾患や心理の理解と患者・家族への

対応～．都城保健所 平成 27年度自殺対策研修会，宮崎県都城市，2月 16日（2016） 

2) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「精神症状」．平成 27 年度第 6 回宮崎県緩和

ケア研修会，宮崎市，2月 21日（2016） 

3) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「せん妄」．平成 27 年度第 6 回宮崎県緩和ケ

ア研修会，宮崎市，2月 21日（2016） 

4) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「コミュニケーション」．平成 27 年度第 6 回

宮崎県緩和ケア研修会，宮崎市，2月 21日（2016） 

5) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「精神症状」．平成 27 年度第 6 回宮崎県緩和

ケア研修会，宮崎市，6月 5日（2016） 

6) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「せん妄」．平成 27 年度第 6 回宮崎県緩和ケ

ア研修会，宮崎市，6月 5日（2016） 

7) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「コミュニケーション」．平成 27 年度第 6 回
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宮崎県緩和ケア研修会，宮崎市，6月 5日（2016） 

8) 船橋英樹：第 29回日本サイコオンコロジー学会，多職種（一般医療者）向け研

修セミナー「認知症の周辺症状の背景」，札幌市，9月 22日（2016） 

9) 船橋英樹：第 29回日本サイコオンコロジー学会, 多職種（一般医療者）向け研

修セミナー「認知症患者の意思決定」，札幌市，9月 22日（2016） 

10) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「精神症状」．平成 27年度第 6回宮崎県緩和

ケア研修会，宮崎市，10月 11日（2016） 

11) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「せん妄」．平成 27年度第 6回宮崎県緩和ケ

ア研修会，宮崎市，10月 11日（2016） 

12) 船橋英樹：宮崎県緩和ケア研修会「コミュニケーション」．平成 27年度第 6回

宮崎県緩和ケア研修会，宮崎市，10月 11日（2016） 

13) 東迫麻美，東玲子，河野次郎：医療観察法に基づく精神医療センターの関わり．

平成 28 年度宮崎県医療観察制度運営連絡協議会．宮崎保護観察所，宮崎市，12 月

15日（2016） 

14) 石田康：痛みを伴う精神疾患の診療．第 13 回中部ロコモサイコソマ研究会，

名古屋市，2月 6日（2016） 

15) 石田康：統合失調症入門．Meiji Seika ファルマ（株）勉強会，宮崎市，2 月

23日（2016） 

16) 石田康：認知症の治療と介護者のメンタルヘルスケア．特別セミナー＆福祉用

品展示会 in みやざき 2016，宮崎市，3月 21日（2016） 

17) 石田康：認知症の行動・心理症状に対する薬物療法の可能性．筑紫医師会学術

講演会，太宰府市，4月 21日（2016） 

18) 石田康：パーキンソン病でみられる精神症状への対応．日本認知症予防学会第

5回米子研修会ランチョンセミナー，米子市，5月 15日（2016） 

19) 石田康：プライマリケア医が出会う精神疾患の“処方箋”〜不眠・うつ〜．南那

珂医師会学術講演会，日南市，7月 21日（2016） 

20) 石田康，中村究，國枝良行，岩切美千代：宮崎市の精神科医療の現状.「醫友し

ののめ」座談会，宮崎市，9月 8日（2016） 

21) 石田康：自殺対策〜精神科医の果たすべき役割とは〜．エビリファイ発売 10

周年記念講演会，宮崎市，9月 23日（2016） 

22) 石田康：パーキンソン病でみられる精神症状への対応〜認知症の話題を含めて

〜．メディカルスタッフのための認知症勉強会，古賀総合病院，宮崎市，9 月 28 日

（2016） 

23) 石田康：ストレス対処の処方箋〜すこやかな心と体のために〜．第 8回宮崎循
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環器市民講座 ストレスと心臓病，宮崎市民プラザ オルブライトホール，宮崎市，10

月 1日（2016） 

24) 石田康：認知症の治療と介護者のメンタルヘルスケア．快護生活フェス 福祉

機器展＆セミナー in かごしま，かごしま県民交流センター，鹿児島市，10 月 8-9

日（2016） 

25) 石田康：体の痛みを伴う精神疾患の診療．第 45 回山形心身医学研究会，山形

市，11月 12日（2016） 

26) 加藤和男：(新)オレンジプランで“連携”は変わったのか？大悟病院認知症疾患

医療センターかかりつけ医研修会，都城市，11月 29日（2016） 

27) 河野次郎：医師のメンタルヘルス．平成 28 年度採用卒後臨床研修医オリエン

テーション．メンタルヘルス対策．県立宮崎病院 2階中会議室，宮崎市，4月 5日（2016） 

28) 河野次郎：精神科のプロとしての基本．県立宮崎病院精神医療センター初任者

学習会．県立宮崎病院精神医療センター中会議室，宮崎市，4月 19日（2016） 

29) 河野次郎：摂食障害．平成 28年度第 2学年精神医学疾病論・治療論Ⅱ－２．宮

崎県立看護大学，宮崎市，5月 26日（2016） 

30) 河野次郎：統合失調症の患者への持効性抗精神病薬の検討．大塚製薬株式会社

社内招聘勉強会．大塚製薬株式会社宮崎出張所会議室，宮崎市，6月 28日（2016） 

31) 河野次郎：摂食障害について．摂食障害家族教室．宮崎県精神保健福祉センタ

ー，宮崎市，8月 30日（2016） 

32) 河野次郎：メチルフェニデートを検討した症例．株式会社ヤンセンファーマ社

内勉強会．株式会社ヤンセンファーマ宮崎出張所会議室，宮崎市，8月 31日（2016） 

33) 河野次郎：宮崎県 DPAT 第 11 班の活動．平成 28 年熊本地震における宮崎県

DPAT活動報告会，宮崎市，10月 5日（2016） 

34) 河野次郎，橋口浩志：重度低体重の摂食障害の入院治療．第 76 回宮崎県精神

科医会懇話会，宮崎市，12月 3日（2016） 

35) 河野次郎：統合失調症について．Meiji Seika ファルマ株式会社社内研修会．

Meiji Seikaファルマ株式会社宮崎営業所会議室，宮崎市，12月 8日（2016） 

36) 小金丸剛：多くの身体合併症を抱えた嗜銀顆粒性認知症の疑いがある 1例．認

知症サポート医フォローアップ研修会，宮崎市，8月 12日（2016） 

37) 倉増亜紀：認知症の理解とケア．第 13 回宮崎県老人保健施設協会研究大会，

宮崎市，11月 12日（2016） 

38) 松尾寿栄：医療従事者のメンタルヘルス 小林市居宅介護支援事業所研修会 

小林市八幡原町市民総合センター 小林市 6月 16日（2016） 

39) 松尾寿栄：PFA(心理的応急処置)研修のプレセミナー （一社）日本産業カウ
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ンセラー協会 10月 8日（2016） 

40) 松尾寿栄：平成 28年熊本地震における活動拠点業務、西原村での支援者支援に

ついて．平成 28年度宮崎県災害派遣精神医療チーム（DPAT）活動報告会，宮崎市，

10月 5日（2016） 

41) 三好良英，松尾寿栄，武田龍一郎，松田裕，石田康：平成 28 年熊本地震にお

ける宮崎 DPAT第 5班の活動について〜派遣医師の立場から〜．第 75回宮崎県精神

科懇話会，宮崎市，6月 11日（2016） 

42) 三好良英：平成 28年熊本地震における宮崎県 DPATの阿蘇地区での活動につ

いて．平成 28 年度宮崎県災害派遣精神医療チーム（DPAT）活動報告会，宮崎市，

10月 5日（2016） 

43) 三好良英：発達障害とパーソナリティ障害の基礎的知識と対応について．平成

28年度地域保健機能推進事業研修会，宮崎市，12月 8日（2016） 

44) 並木薫：県立宮崎病院精神医療センターにおける緩和ケア～症例を通しての振

り返り～．宮崎ホスピス緩和ケアネットワーク第 11 回学術集会，宮崎市，11 月 19

日（2016） 

45) 直野久雄：パリペリドンパルミチン酸エステルの使用経験．LAI Small Group 

Meeting in 宮崎，宮崎市，2月 5日（2016） 

46) 直野久雄：スボレキサントの使用経験．Sleep expert seminar 精神科医のため

の不眠症治療セミナー，宮崎市，11月 10日（2016） 

47) 武田龍一郎：子どもの発達障がいとパーソナリティ障害への対応．日向保健所

保健師・栄養士等研修会，日向市，2月 29日（2016） 

48) 塚本彩香：「こころの健康」～メディアが与える脳への影響～. 平成 27年度元

気みやざき「心とからだ」健康教育推進事業，宮崎市，1月 21日（2016） 

49) 塚本彩香：メディアが与える脳への影響. 学校保健委員会, 宮崎市, 6 月 21 日

（2016） 

50) 塚本彩香, 船橋英樹, 黒木友希, 濱﨑成美, 石田康：視床出血後に生じた慢性の

感覚障害に抗血小板薬が奏功した 1例. 第 1回宮崎慢性痛治療フォーラム, 宮崎市, 8

月 31日（2016） 

 


